



































 少人数・課題提示の形態を持つ授業は、医学教育では PBL チュートリアルとして知られ、臨床前
医学教育の手法としてその評価は高く、多くの大学ですでに導入されている。また、チーム医療の必
要性から薬学教育、看護教育においても臨床研修の一形態として導入されつつある。医学、薬学教育
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重要な課題である。                               （文責 大学教育研究開発部門 西山宣昭） 
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 日本 ESP協会と NPO法人日本メディカルライター協会との第 1回ジョイント・セミナー  
「国際競争力を高めるための英語とライティング能力を考える」 
日時：2008年 7月 26日（土）講演・パネルディスカッション 12:30－18:00 
会場：工学院大学新宿キャンパス 3階アーバン・テック・ホール 
   （http://www.kogakuin.ac.jp/map/shinjuku/index.html） 
【主な講演】 
「国際的英語力涵養の重要性」 吉川 弘之（元東京大学総長、日本 ESP協会特別顧問） 
「工学系英語検定について」 興野 登（日本工業英語協会日本科学技術英語教育センター長） 
「工学系大学院の英語テクニカル・ライティング教育について」 
  小野 義正（東京大学大学院工学系研究科工学教育推進機構特任教授） 
「製薬企業の臨床開発職における英語研修の現状」 
藤居 靖久（ノバルティスファーマ株式会社 開発業務・研修部部長） 
【問合せ先】 日本 ESP協会： Eメール info@jacet.org  または 電話 090-3132-8092（寺内） 
